






































































































































































































































































































































【おる ・ まわす ・ ずらす】
１ 
２ ３ 
４ ⇒ 
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昭和40年代の小学校算数科における現代化教材に対する再評価の観点
　第１には、集合概念は無限概念と表裏一体の関係にあるため、小学校算数科への導入は「考
え方を背後に隠して生かす」という条件付きでのみ可能である。その上で、低・中学年では有
限集合に限定して教材化することが必要である。
　第２には、集合の考えと関数の考えは、表現手段であり、ときには思考手段であることから、
数学的な考え方の育成という本来の目標を優先するべきである。授業においても、集合を教え
るための教材ではなく、数学的な考え方を育成するための道具であるという観点を失わないこ
とが必要である。
　第３には、児童が自然な流れで考察を進めることができるカルノー図を使い、ベン図は構成
的に、児童が考え付くように指導する。
　第４には、集まりを見つけ出すために、児童が紙を切る、折るなどの具体的活動を伴う発見
的な授業であること。
　第５には、授業で扱った問題と類似の問題を評価問題として作成できること。
　上記のような観点から現代化教材を再評価すれば、これからの算数・数学教育において現代
化の遺産を生かして使うことができる。なぜならば、これから新規に教材を導入する場合への
示唆となるからである。現代化の反省期以降は、新規に教材を取り入れることに対して、算数・
数学教育界全体が積極性を喪失してしまっている。実際、現在に至るまで新規教材はほとんど
導入されていない。新規教材の成否を分ける観点が明確になれば、喪失してしまった新規教材
の導入の機運や研究意欲も生まれてくる可能性があると私は考える。
　さて、現代化指導要領では、集合と集合の考え、関数的な考え方が全面に出て強調された。
そして急激な現代化思潮の後退があった。このため、現代化の方向に含まれていた「数学的な
考え方」と「発見的な指導法」については、当時の実践指導案に関して十分な検討が行われて
いない。これらの検討を進めることが今後の課題である。
【注】
注１） 実施の翌年には、「小学校・中学校・高等学校等の学習指導要領の一部改正ならびに運用について」と題
する文部省通達が出された。通達は教育現場のとまどいに配慮して出されたと思われる。なぜなら通達
の内容は以下の文章を含んでいるからである。「（前略）地域や学校の実態および児童の心身の発達段階
を十分考慮して、適切な教育課程を編成するものとする。（後略）」（昭和47年10月文部省通達）
注２） たとえば、以下のような特集が組まれている。２）と３）では小学校の教師による報告である。現場の
とまどいと混乱が示されている。４）は数学者の見方がいくつか示されている。
注３） たとえば、27）では各学年の指導案、22）では指導案に加えて、実践結果と旧来の指導方法との正答率比較、
28）では理論的側面と指導案が示されている。
注４） 小平の現代化批判は、特に下記17）で広く一般に知られるようになり、現代化見直しの端緒となった。
初出は 16）が『科学』，岩波書店（1968）、17）が『文芸春秋』，文芸春秋社（1975）。
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